
青年同志会について

――最初に私から１，２点お伺いします。社

会党に入る前に青年同志会で活動されていたと

いう話ですが，これについてはどういう組織で，

なぜそれに加わることになったのでしょうか。

その後，47年11月に社会党に入党されるわけ

ですが，当時，青年がそういう政治活動にかか

わる場合，社会党だけではなく共産党もあった

と思いますが，なぜ共産党でなく社会党に行か

れたのか。

曽我 この青年同志会というのはあまり大げ

さなものではなく，私が居住していた品川区の

西品川地域ですが，そこの青年の有志を集めて

いました。戦後，地域青年団活動が活発でして，

特別な意味はございません。それを政党化しよ

うということはなかったです。地域的なもので，

上部団体はありません。

――地域の青年団のようなものですか。

曽我 ええ，そうですね。ただ，私が「始原

林」という貸本屋をやりまして……。だから，

これとの関係があるんです。「始原林」を中心

に近隣の青年が集まって，「青年同志会」とい

う名前をつけてやったと。だから，特定の政治

イデオロギーはここにはございません。

――当時，住んでいるところには正式な青年

団はあったんですか。

曽我 なかったです。私がつくったようなも

のです。

――それがやがて普通の青年団になったんで

すか，あるいは立ち消えたんですか。

曽我 立ち消えですね。もう１つは戦後，小

学校の同窓会の再建を最初にやり，それとかな

り重なっているんです。

――じゃ，この青年同志会に入った人たちは

小学校時代からの友達ですか。

曽我 ええ，そうです。三木小学校の同窓会

を基盤にして出来上がったものです。

――共産党ではなく社会党だったというの

は？ そういうことは意識していなかった？

曽我 もともと意識はありますよ。意識はあ

ったんだが，戦前，多少国家社会主義に関与し

ていたということが，逆に共産党員にならなか

った１つの大きな理由でしょうね。つまり，右

翼は左翼の裏返しでもありますからね。そうす

ると社会党は幅が広くてつかみどころがないよ

うだが，社会党に入ることが一番いいのかなと

自分で判断したわけです。人から勧められたと

か何とかということはないです。自分で入党書

を取りに行った。

――取りに行ったということは事務所みたい
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なものがあったんですか。

曽我 事務所はない。大蔵職組の役員をやっ

た高橋君という人がいて，その人が社会党員で

あることを知っていましたから，そこへ……。

――知り合いの社会党員のところへ申込書を

くれということで行って，もらって帰ったわけ

ですね。

曽我 そうです。だから，その高橋君という

人が私の入党の紹介人になるわけです。

――国家社会主義の考えがもとにあったとい

うことですが，尊攘同志会に誘われて，そのと

き昭和維新の話とか国家社会主義的な傾向の話

を聞いたとうかがったのですが，どういう話を

聞いたんですか。

曽我 川崎大師にある日本製鉄富士製鋼所と

いうかなり大きな会社の青年学校補助教員みた

いな格好で入っていて，そこに青年学校の生徒

が約250人いたんです。これが関東から東北地

域の青年で，船の鉄板と鉄板を組み合わせて船

形にする「帯鉄」をつくっていたんです。そこ

の先生がみんな召集で軍隊に持っていかれて，

校長先生と私しかいない（笑）。そこには宿舎

があって青年学校の生徒を管理していたわけで

す。

青年学校も授業があるのでやりましたが，ぼ

くが人前でしゃべることを覚えたのはそこへ行

ったからでしょう。「八紘一宇」とか何とか黒

板に書いて一生懸命やっていました。教練のあ

る日は特に腹が減るから，食堂に飯を余計に出

せというような交渉するわけです。そうすると

だいぶ食事を出してくれたりして，私は評判が

よかった。そこへ一緒に泊まったんです。何し

ろ年寄りの校長先生と私しかいないのだから。

尊攘同志会のほうは横山貞夫という私の友人

がそこへ出入りしていたわけです。青年学校に

は三八式歩兵銃が50丁位ある。それを何かの

ときに役立てようと思ったのかもしれない。そ

こで私をその寄り合いに無理に引っ張っていっ

た。３回か４回か行きました。

書記局について

――その後のところの書記局民主化運動をも

う少し説明していただきたいことと，当時，古

くからの人と新しく入ってきた方とその真ん中

に曽我さんがおられたという話ですが，全体と

して何人ぐらいいたんですか。

曽我 左派社会党は，最初は12～13人でし

たか。終わるときは35～36人いたかな。選挙

をやるたびに勝ち，試験はやっていませんでし

たから，そのたびに大学教授の推薦，あるいは

左派の代議士の紹介，推薦で入る縁故入局でし

た。

――その中で「くれない会」は25人ですか。

曽我 最終的にそうなりました。大勢力でし

た。

――書記局の中では多数派ということです

ね。

曽我 数の上ではね。実力の上ではわかりま

せんよ（笑）。相当，ボスがいましたからね。

――民主化運動はその人たちで……。

曽我 私が付けた名前ですね。つまり，偉い

人が国会議員の部屋へ行っては，あいつはどう

の，こいつはどうのと品定めをやるんです。全

部がそうではないけど，この中に特にそういう

ことが好きな人がいたんです。それはひどすぎ

るし，かわいそうだから……。

――そういうボス的なのを追い出したわけで

すね。

曽我 私より後から入ってきた人を集めて。

ちょうど西久保桜川町に左派の本部があったん

です。愛宕の山が近くて，あそこで尊攘同志会

の一部の人が腹を切って死んでいるんです。私

は３日間の兵隊だけど九十九里へ行ったものだ

から，ある意味ではよかったのかもしれないが，
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そうでないと……。

――民主化というのは，告げ口したりして回

っている古い書記連中を追い出して，若い人た

ちを……。

曽我 いや，追い出してということではない。

そういう者にいじめられないように団結，頑張

ろう，ということです。ちょうどそのときに，

書記長が野溝さんから和田さんに代わったんで

す。なぜ野溝から和田に代えたかというと，当

時の書記局の中の話では，「ドイツ社民党党首」

と言ったら名前を忘れちゃって後が出ない。ド

イツ社民党党首シューマッハーの名前が出てこ

ないから，「アーベーツェー博士」だって演説

でやったんです。それが左派社会党の中で話題

になって，16人のときの書記長は野溝でいい

けど，これだけ大きくなったんだから代えたほ

うがいいんじゃないか（笑）ということになっ

てきて，それで結果として代わるんです。別に

しこりをうんと残したわけではなくて，和田さ

んに代わるんです。

和田さんに代わった書記局会議のときに，私

が立って「中古論」をやったわけです。あなた

も代わって書記長になった。中古だ。おれも中

古だ。だから，この書記局も中古を間に入れて，

古い人も新しい人も仲良くやってくれと。

書記局会議でそういう演説をやったんです。

それからちょっといじめが少なくなった。それ

まではかわいそうだったよ。高沢とかは年中や

られていた（笑）。……特に只松祐治というの

は独特の感覚があった。本部の裏に警察の寮が

あるんだけど，そこに通報しているやつがいる

って言うの（笑）。久保田忠夫がそれにやられ

ちゃったの。久保田がそうだって。全くそうい

う考えられないような話が……？

――スパイ容疑ですか。

曽我 だから「くれない会」っていうのはそ

んな大げさなことでできたのではなく，後から

左派社会党本部に入ってきた比較的頭が優れて

いる大学出。あとは軍靴をはいて新橋の焼けビ

ルに入った古い諸君。それが先輩顔をして，後

から来る大学出をいじめるわけだよ。ぼくはそ

の間に立って，何だ，おまえは最初から新橋で

飯を食っているけど，おれは飯を食わずに下で

黙々とやっているのに何だって（笑）。だから

中古になってやったから，それが結果的に「く

れない会」になっちゃった。

それで55年の統一のときに初めて，鈴木・

佐々木派と行動を共にしようと決めたわけで

す。以後，「くれない会」と言って書記局では

一番大きな勢力。平仮名で書く人もいるし，

「紅」もある。特段，正確に定めたわけではな

い。正式には「社会主義研究所」です。それで

雑誌を出しました，ちゃんと。

――ということは，派閥としても機関誌を出

していたわけですか。

曽我 いえ，社会主義研究所として。だから，

鈴木・佐々木派の社会主義研究会とは相対的な

自立性を持っていた。

――研究所には独自のスタッフがいたんです

か。

曽我 スタッフって，みんな一緒に働いてい

るのがそうだから。それと運営のために特別に

っていうのはいません。事務所はないが，会長

とか事務担当はいましたよ。

派閥，代議員権について

――鈴木・佐々木派という社会党の派閥にか

かわることですが，派閥は事務所を持っていた

り派閥としての会合を開いたりスタッフがいた

りということはないんですか。

曽我 金がないから独自に事務所を持った派

閥は，まずないです。

――派閥としての，例えば意思統一とか相談

は随時どこかで集まってやるわけですか。
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曽我 国会の中で部屋はいつも借りられたの

で，そこで集まってやるということです。ちょ

こちょこっとしたやつは，議員会館で会の事務

局長の部屋へ集まれというのでそこへ集まって

やる。だから特別派閥の事務所を明確に持った

のは，少なくとも私が本部にいた限りにおいて

はなかったと思う。

――国会の中の適当な部屋を使って，随時集

まって相談すると。

曽我 だいたい，事務局というのはその派閥

の事務局長的なところにおいた。あとは議員会

館の部屋（委員会室）を借りる。しかし，夏な

どは涼しいところの旅館などで，学習もかねて

……。

――事務局をやっている佐々木さんの部屋が

そうだということですか。

曽我 そうです。ほかはどうですか。佐々木

さんのところへ行ってしまいましたが。

――江田さんのほうで国会議員の代議員権の

自動的なものをやめて，そして77年に今度は

国会議員の代議員権を戻す。そのときに最初は

大会決議で出して，次の６回大会で規約改正を

するわけです。その辺のやり方は曽我さんが進

めていったということですか。

曽我 当時そういう問題をやるのは本部の総

務局ですから，総務局が牽引してそういう手続

きなどはやったと思います。

――特にそういう議論をしたということは記

憶にないですか。

曽我 そうですね。江田さん組織局長のとき

に党機構改革方針が出たわけですが，これは国

会議員の自動代議員を制限して，それでずっと

やってきたわけです。そして今度は協会規制が

あって……。

――1977年ですね。

曽我 それが終わった後，また元へ戻す。

――それは，大会代議員に協会派がどっと入

ってきてということがあったわけですね。

曽我 それがあり，議員団のほうでそれはお

かしいのではないか。党の公認で国会議員にな

って，それだけ国民から信任を得ているのだか

ら，それは自動代議員でいいのではないか。昔

に戻せという，議員団側からの要望があったわ

けです。

――そのとき国会議員を３分の１にするとい

う規定が入ってきますが，これも書記局のほう

で案をつくったという格好で，曽我さんとして

は……。

曽我 国会議員の代議員数は，全体の代議員

数の３分の１を超えてはならない，という規定

です。それでよかったと思いますが……。

佐々木派・書記局との関係

――社会党の事務機構というか，官僚制とい

うか書記局ですが，数は最初は数名ぐらいで，

その後，十何名，そして30～40人ぐらいにな

って，その後はどうだったんですか。

曽我 参考までに，ここに結党以来の本部職

員の名簿があります。取り扱いを注意してもら

いたい。あまりまいてもらっても困るから（笑）。

――本部の書記局員は70年代には何人ぐら

いだったんですか。

曽我 機関紙を含めたら200人ぐらい。その

後，だんだん減っていく。国会議員が減っちゃ

えば。だいたい国会議員の歳費が党財政の中心

なんだから，当時。

――なるほど，そうですか。

曽我 でも，そんなに増減しなかったですよ

ね。90年代半ばまでは国会議員がどんどん減

っていくということはなかったですから，だい

たいは維持していました。

――いつごろから減り始めるんですか。書記

局の数がどんどん減っていくというのは。

曽我 書記局がどんどん減っていく傾向は，
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私が本部にいた86年まではないと思います。

――反戦騒ぎのときに「配置転換」と称して

切りましたよね。

曽我 私は反戦騒ぎの時は浪人で，その後に

復帰していますから。1969年に社会党が敗北

するわけです。それが理由になって，都合確か

69人だったか，２～３ヶ月のうちに一斉に辞

めたんです。そういうことがあって，その後，

国会議員数も復活してくるわけです。

――70年代はまた少し増えましたので。

曽我 その復活するとき，採用が社会主義協

会系統の人がずらっと入った。特に機関紙に入

ってきた。

――その数はその後，減っていなくて，ずっ

と同じ数です。

曽我 機関紙はそうだと思いますが，政審な

どは異動しています。

――協会を排除するときには，そこを減らし

ていったんですか。

曽我 いや，それは関係ないです。書記局を

協会だから切るということは別になかったで

す。

――例えばドイツの社民党やイギリスの労働

党の書記局はどのくらいの人間がいたんでしょ

うか。そのことは社会党では話題になったこと

はないですか。

曽我 それはあります。私はドイツ社民党へ

は２回行っていますから。やはり300～400は

います。ちょっと規模が違いますな，うちより

は。行ったのは政権を取ってからですから。

――なるほど。自民党の事務局はどのくらい

ですか。その辺はご存じですか。

曽我 議員個人が秘書をたくさん持っていた

から，10人，20人。党機関の代替をし，議員

秘書が書記局の代替をするというのが自民党じ

ゃないですか。

――社会党の場合も秘書がいますでしょう。

秘書と本部書記局との関係は別にないんです

か。あれば，どういう関係ですか。

曽我 本部で秘書を統合する，組織する役割

があります。権限は組織局が持っている。そし

て，秘書団には秘書団団長，事務局を置いて，

それとしょっちゅう連絡を取っているし，何か

大きなことがあった場合は秘書を集め，書記局

が足りないところを秘書に補ってもらっていま

す。自民党に比べて，議員の数から言えばうち

も書記局員は多かったんじゃないかと思いま

す。自民党は，うちほどたくさんはいないと思

う。議員の率からいって。

――「議員政党」か「組織政党」か，という

言葉が飛び交っていましたが，その実態は，議

員が特権的に物事を決めるのではなく，書記局

のほうで下部機構に「信任」という言葉を含め

て議員をコントロールする，しないという話だ

ったのですか。

曽我 そういうつもりは，もちろんありま

す。

――それはやはり江田さんということですよ

ね。

曽我 江田さんはそういう方向で，それでし

ばらく続いてきました。

――そのとき各派閥で労働組合はどのように

関係するわけですか。

曽我 労働組合は書記局とは直接関係ござい

ません。お金の出し方は，１つは「支持団体」

と言って，日本社会党を支持しますということ

を機関で決め，それで一定の支持費を出す。そ

の代わり，大会のときには大会代議員をその支

持団体から出しました。そういう関係にはなっ

ていますが，書記局で２つ重なるということは

なかったです。総評の書記で社会党の書記でも

あるというのはないです。交流はあまりなかっ

たけど，若干はありました。

――例えば鈴木・佐々木派が主流派を占めて
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いて，そのときに総評がこんなことをやってく

れと社会党に申し込んでくるということはあっ

たんですか。

船橋成幸 そういう要請はずいぶんありまし

た。70年に組織局長になる前は労働局にいて，

71年に私が組織局長になります。労働局にい

た65年に「指令第４号」（中執決定）を起草し

たんです。それは党と労働組合の関係を正常に

しようということでやりました。

１つは職場に党をつくろうということ。それ

から労対会議をつくって，組合の幹部を集め，

まだ覚えていますが，例えば槙枝さんとか山岸

さんとか，ああいう人たちが出て来ましたから，

定期的な労対会議で党の機関と労組幹部の党員

との交流会をやり，党も労組もそれぞれの役割

を認め尊重してつきあっていました。

これがその後，私は辞めて横浜市役所へ行っ

ている間に圧力団体化したというか何という

か，関係が大きく変わったように思います。

――ということは，労働組合が非常に力を持

ってきて，どんどん発言力が高くなったという

意味ですか。

曽我 発言権を持ったということではなく，

特に社会党へ来るのは活動レベルの大衆運動を

含めたことももちろんありますが，主として法

案，制度・政策にかかわることです。今で言う

政策要求で，例えばこういう法案には反対して

ほしい。こういう法案は，中身はこういう具合

にしてほしい。その場合，労働組合の側からす

ると，労働省の各種の審議会がありますが，こ

れは労使，学者を入れた３者構成になっていて

１つの結論が出るわけです。

しかし，出てもなお最後に国会の方ではこう

いうことをやってほしい。それは法案改正まで

行くこともあるでしょうし，例えば質疑を通じ

て疑問点を正してほしいということもあるでし

ょう。そういうことは日常的に党と労働組合の

間で意見を交換していました。

――つまり，社会党が組合の党員を集めて対

策，あるいは方針を図ろうとしたのに，途中か

ら組合の側の社会党の国会対策についていろい

ろ要望を出したり圧力を掛けたりするような形

に転換してきたということですか。

曽我 それはずっとあったと思いますが，そ

ちらのほうが……。

――でも，最初につくったのは要望を聞く場

ということだったのですか。

船橋 というか，党の方針を説明して，組合

からの意見も聞くという中央労対会議というも

のをほんの短い期間……。それはなくなったわ

けではないのでしょうが，一言で言えば圧力団

体化したというのが私のイメージで，圧力団体

という色彩が非常に強くなっていった。私はそ

の後，横浜からまた本部帰りして政審の事務局

長もやりましたが，そのころは完全に言いつけ

に来る（笑），という始末でした。

――組合の圧力がかなり強かったということ

ですね。

船橋 強かった，実感として。よくけんかし

ました。

――総評の大会の前などで，例えば人事方針

について社会党は党員協議会などを開いて準備

をすることがあったと聞いていますが，派閥の

レベルではそういうことはやらなかったのです

か。総評などの大会の前に，例えば佐々木派と

して組合に関連しているメンバーを集めて意思

統一をするとか相談をするということはなかっ

たんですか。

曽我 あまりやらなかったね。

――社会党大会の前はどうですか。

曽我 大会の前は組合のほうからそういう要

望が……。

――いや，佐々木派として相談をするという

ことは。
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曽我 来ることはありました。それはケー

ス・バイ・ケースで受けるのもあるし，だめと

いうのもある。だいたい，それは選挙の候補者

です。一番真剣になるのは，こいつを何とか公

認しろということで，横車を押すときは大変で

す。

――組合の関係者を公認しろと。

曽我 こっちはもう候補者がいるんだから結

構なんですと言っても（笑），これを何が何で

も入れろとやってくるわけです。全逓の宝樹さ

んも公認を取れと何回もけんかしましたよ。

――それは誰が受けるんですか。

曽我 書記局が受けても書記局はとてもじゃ

ない，だめだから，結局，役員のところへ行っ

ちゃうわけです。あるいは派閥で何とかしろと。

それはすごいもんですよ，そういうものは。そ

れを認めないと他の議員を推さないと言う。推

薦しないと言う（笑）。それで党は参っちゃう。

そういう横車はずいぶん押してきました。

船橋 君の方は政策だから政策的なことで来

るだろうけど，私のけんかはだいたいみんな選

挙（笑）。こいつを何とか公認しろ，いや，だ

めだと。ぼくらは党費を「税金」と言っていて，

税金を払ってないやつに，何で公認を出せるん

だって（笑）。いや，まとめて払うから何とか

しろとか，ありました。

――特に押しが強かった組合はどこですか。

例えば全逓とか国労とか。

曽我 東京は全逓が強かったですな。国労も

多少はあったがね。あとは都労連。東京には都

労連というのがありますから。私は役員だが組

合出身じゃないですから，今回の選挙は国労に

と，飴をしゃぶらせる。この次は都労連，その

次は公労協と順番にうまくやる。何だ，あの野

郎のやり方は。うまく使い分けをしていると，

最後は怒られて大変なことがありました。

だけど，一番圧力が強いのは選挙です。なぜ

かというと，組合の役員になっているトップを

議員にしないと空かないから次が頭打ちになっ

ちゃう。それを何とかしろというのが，やはり

多いです。そのときはなりふりかまわずやって

きます。

――派閥，あるいはグループが口利きをする

こともあるんですか。

曽我 それはあります。

――佐々木派と特に関係の深かった組合はあ

るんですか。

曽我 ありますね（笑）。全逓……？ 取引

した。そのために浅沼さんの奥さんに怒られた。

浅沼さんは亡くなられたでしょう。それでお母

ちゃんがあの選挙区で１回やったんです。これ

は勝った。お母ちゃんは１回だから空いた。そ

の後を奥さんとしては長く浅沼の選挙をやって

くれた浅沼派から出したいわけです。

加藤清政という千代田区の都会議員，港区に

は岡謙四郎がいた。だけど，僕の方はそれでは

困るので，新宿・四谷のほうからこれは出る気

はないけど出るという格好にして，地域支部か

ら四人ぐらい出した。だけど，いくらやっても

決まらない。それじゃ，おれに任せろ。いや，

白紙は困る。浅沼さんの後にふさわしいように

決めると。

最後は白紙でやるということで，広沢賢一君

を入れた。そしたら怒られちゃって，浅沼の母

ちゃんがその後の全電通の会館で開いた中央委

員会のとき，会場の前の旅館に陣取って，来る

中央執行委員を片っ端から呼んで，曽我の陰謀

に引っ掛かるなってやっている（笑）。もうど

うにもならない（笑）。

それで中央委員会で，その場合には東京は他

の区も含めて一切公認を申請しない。それでに

らみ合いのまま，午後になってようやく認めた

ことがありました。

その背景はもっとあって，東京６区に広沢賢
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一を持っていくつもりだった。そこへ全逓の宝

樹が，何が何でもそこへ入れてくれという候補

者を持ってきた。安田龍。見たらこれが古くて，

全逓の中では人望がある。浅草郵便局の出身。

だから，これを何とか候補者にしないと自分の

委員長の座まで危ないわけです。だから必死で

す。

ぼくは，彼はその時川崎の党員で都民税を納

めていないからだめだと（笑）。いや，これか

ら一生懸命納めるし，いろいろやると言う

（笑）。東京の他の地区の社会党候補者を全逓は

推さないと言う。それで困った。河上さんが委

員長だったので，河上さんにこういうことをし

てもらっては困ると言って，書記局で選対の事

務局長をやっている河上派の伊藤栄治君を呼ん

で，おれが一生懸命，川崎から来るやつを防い

でいるんだけどどうにもならない。仕方がない

から広沢賢一を１区へ持っていくが，どうかと

……。

いや，１区でも浅沼のお母ちゃんが反対する

から困ると言う。困ると言ってもそれ以外に方

法はないじゃないかと。それで，僕は宝樹さん

から引っ越し代はじめ金を取って，はんこを押

した。河上さんもしょうがないということがあ

って，話をつけていたにもかかわらず，お母ち

ゃんがなお中央委員会の前の宿屋で頑張って，

次から次へと役員を呼んでは，あんた，どうし

てくれるのよ，とやった。

それでぼくは，もしこのままなら中央委員会

で発言します。全逓が推薦しないと言い，河上

委員長もうんと言っちゃったので，もうどうに

もならない。それで広沢賢一を１区に回す。本

部がもうしょうがないと言ってるんだから，こ

れはもうしょうがない。それで結果的にそうな

った。だから浅沼のお母ちゃんにぼくは恨まれ

て，お化けに出てくる（笑）。そういうことが

あったんですよ。

構造改革について

――江田さんが佐々木派内部での議論を行わ

ずに突っ走ってしまったのは大きな問題だった

のではないかという話でしたが，もし構造改革

論が佐々木（派）に持ち込まれた場合，佐々木

さん自身は賛成だったのか，反対だったのか。

書記の中でも「構革三羽烏」と言われる方がか

なり突っ走ったのですが，他の書記の方，「く

れない会」はその動きをどのように見ていたの

か。さらに，曽我さん自身は構造改革論をどう

評価されているのか。ここら辺をお話し願いた

いと思います。

曽我 １つはさっき言ったように，江田さん

は鈴木・佐々木派だったし，しかも佐々木派の

中で相当な力を持っている人だったから，そこ

へ構造改革論を持ち込んだとすれば，どういう

議論が展開されたかは別として，少なくとも，

結果的に江田さんが党を出て行くことにはなら

なかったと僕は思います。

――佐々木さん自身，構造改革論について何

かおっしゃったことはあったんですか。

曽我 言いましたよ。「池に浮かんだ月の影」

とか何とか，最初はわかったようなわからない

ようなことを言ってたよ（笑）。

――考え方としては近かったというふうに理

解していいですか。

曽我 最後は「社会主義的・的政権」と言っ

ていたんだから同じなんですよ。

――「的・的」と構造改革論は比較的似てい

るけれど，50年代後半で構革論が議論された

とき，佐々木さんの考え方はどうなんですか。

曽我 江田が単独で踏み切ったということを

含めて反対です。総評の太田薫をはじめ反対で

すし協会も反対でしょう。そういうことも全部

含めて途中からは反対で行ったんです。

――じゃ，江田さんがああいう形でなく，

佐々木派に持ち込んでいろいろ議論をして相談
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していれば孤立することはなかったということ

ですか。

曽我 僕はそう思うけどね。そこはわからな

いんだよ。私はもう都本部へ行っちゃってるで

しょう。東京へ行っちゃうと構造改革なんての

んきなこと，言ってられないんだよ，毎日毎日

忙しくて。だから何が始まったんだって聞いた

ら，いや，こういうことなんだと。じゃ，おま

えらも付き合ったのならちゃんと結論を出さな

きゃだめじゃないかと，僕は言ったんです。

そうしたら，いや，引くことになったんだと

言う。となると，江田グループだけが突っ走る

のか。江田さんの方も自分たちが抜けたら果た

してどうなるかわからないと言いながら，だん

だん入っちゃったという感じですね。そして，

つぶせという結論になりました。

つぶすとき演説だけはおまえがやれと言う。

こっちは構造改革の何たるかもわからないの

に，つぶすのは下手な理屈を言うよりは大会全

体にわかりやすく，なぜいまさら構造改革の議

論をしなければいけないのか。こんな社会党に

誰がした，と言ったほうが早い。「じゃ」とい

うので止まっちゃったよ。大会の本会議場で構

造改革の難しい話をやったって，わけわからな

いもの（笑）。

だから，それを一生懸命勉強した人には申し

訳ないが，勉強したことをもう少しうまく広め

なければだめだよね（笑）。自分たちだけのも

のでいい気になって，正しいと思ったって，世

の中，通るわけがないんだよ（笑）。そこが純

真なんだな。

――２つばかりいいですか。１つ目は確認で

す。佐々木更三先生が河北新報社のインタビュ

ーに答える形で，『本音で生きた八十年』が出

ていますが，佐々木更三は構改論争で戦略とし

ては断固反対という見出しです。そしてインタ

ビューに答えて，構造改革については戦略的・

根本的方針としては，おれは反対だということ

になって，江田君と論争を始めたんですと記事

に書かれているわけです。曽我さんもそこのと

ころについては，それでいいのかという確認で

すが，それはいいですね。

曽我 最後はそうです。私も佐々木派だから，

最後は，じゃ，それでやりましょうと言ったん

だが，後味は悪いです。聞いてみると，うちの

仲間（くれない会の幹部）も行って一生懸命勉

強していたというんだから。

――途中までは重なっていたという話です

ね。

曽我 最初はね。

――２つ目は，都本部方面の話で，結果的に

は袂を分かった江田さんからは大きな影響を終

始受けておられて，特に組織機構改革のところ

について東京で具体化した。１つ目は近代化し

て，職員をきちんと配置して，オルグ団も置こ

う。２つ目は区長公選の運動を頑張ってやろう。

３つ目に，共産党との対抗も若干意識しながら，

党の学校や教育を進めていこうという。その具

体化はどの程度まで，都の書記長，委員長時代

に進んだのでしょうか。

曽我 学校の施設は持てなかったけれども，

定期的に党学校を開いて勉強することはずっと

続けました。ただ，金がないから学校の施設と

かそういうことは一切なかった。

――例えば，社会主義協会であれば労働大学

というような感じで……。

曽我 私は，社会主義協会は反対だから，協

会に入らない左派は私ぐらいしかいないんだよ

（笑）。あとは入ってんだ，みんな。かたちだけ

は……。

――非協会で，しかも左派の独自のそういう

教育機関は，党以外のところで動きはあったん

ですか。都本部以外のところで。

曽我 都本部以外のところ？ 佐々木派とい
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うのは，だいたいそうです。社会主義協会は社

会主義に関する１つの学校である。だから，そ

の限りにおいて，そこで大いに社会主義を研究

したりするのはいい。だけど，イコールそれが

社会党左派の方針になるものではない。それが

わからないようなことを，あの前後はしばしば

言ってくるわけです。

そんな幅がないような運営をしたら，党は右

派もいるし，昔は西尾派もいるし，もう少しこ

ちら側には平和同志会もいるから，協会の思う

通り全部党が行くようなことになるはずがない

んです。にもかかわらず左派の人は協会に入っ

て，雑誌『社会主義』をみんな買っているんで

す。だからおまえら，そんな雑誌を読んだって

ちっとも党員が増えないじゃないかと，ぼくは

年中そう言っていた（笑）。

それは向坂派から見ればおもしろくない。だ

けど，構造改革をつぶせという要所，要所の発

言はみんな僕なんです。だから向坂さんは，あ

いつを協会へ入れろと（笑）。いや，ほんと，

何回もそういうことがありましたよ。僕は協会

の中で言論の自由が許されるなら，みんな仲間

も入っているからいいですよ，と。あの中（協

会）ではそういう生意気なことは言えません

よ。

だから，私は入らない。私が入らないものだ

から社青同が３つに分かれて混乱したら，私が

解放派の親分だ，第四インターの親分でもある

と言われるわけだよ。協会の幹部から，そうい

う馬鹿なことを。何で協会に入らないといけな

いのか。ぼくはよくわからなかった。佐々木さ

んだって協会員なんだよ。そうなんですよ，み

んな。

――66-69年の終わりごろ，社青同は非常に

混乱しました。そのとき，太田協会派と向坂協

会派と「反戦派」と呼ばれる３つに分かれまし

た。そのとき曽我さんは協会に入らなかったが

ゆえに，いわば反戦派の親玉的存在だと言われ

たと……。

曽我 見られましたね。見られましたが，決

してそうではないんです（笑）。きちんとまと

めるために懸命な努力をしたんです。

今のは，ちゃんと記録に残さないと。決して

そうではなかったということは（笑）。そう重

い気持ちはないけれど，みんな雑誌『社会主義』

を取っちゃうんだよな。気軽に……（笑）。そ

れが騒ぎになると一つの印みたいになっちゃう

んでね。協会がまだ学校的役割にとどまってい

るときはいい。これが１つの政治集団として，

党に介入してくると大変です。やがてそうなっ

た。

結局，社研が割れていくわけ。後からの話に

なると，社研の他に「３月会」みたいなものを

つくろうという動きが出たりするんですが，た

またま途中までは佐々木さんの考え方と協会

と，つまるところ一緒だったものだからすっと

行っちゃった。けれども，「道」をつくる最後

まで社会主義研究会が責任を持てるかという

と，ちょっと持てないと思う。しかし，そこは

あまり気にせずに行っちゃった。そういうとこ

ろでしょうね。

率直に申し上げますと，私自身は「プラハの

春」までは社会主義革命について未練がありま

した。「革新の大義」は大事にしていかなけれ

ばいけないと思っていたのですが，「プラハの

春」で消えました。以後，私は社共からバーッ

と社公民派に転換します。

だから，以後は共産党にぶったたかれるわけ

です。美濃部をつくり，「明るい会」という社

共統一戦線のお手本みたいなものをつくり，全

国にそれを広めた。それが今度は，何だ，あの

野郎，社公民にいつ変ったんだ，ということだ

な。一時は，宮顕さんの覚えは良かったんです

よ，私は（笑）。ほんとに。やはり「プラハの

■証言：戦後社会党・総評史

43



春」ですよ。

船橋 構造改革論が佐々木派と分かれた。こ

れには３つ理由があると思います。１つはタイ

ミングで，浅沼さんが殺された翌日に大会に提

案したわけで，これは提出のタイミングとして

は最悪です。みんなが悲憤慷慨して仇をという

気分のときに構造改革という民主主義を重視し

て，民主主義と社会主義の継承的な発展なんて

ものを出した。

２つ目は総評の問題。特に清水慎三が「不幸

な船出」と書いていますが，実は自分で総評の

質問集を書いたので，「不幸な船出」を仕掛け

たのは清水慎三だったと私は思っています。要

するに，総評から反対が出たということ。

３つ目。これは江田三郎さん自身の責任だと

私は思っています。曽我さんと別の言い方をし

ますと，あの人は頭を下げるのがきらいな人な

んです。人に挨拶するのに上を向いて挨拶をす

る人なんです（笑）。しかも，佐々木更三さん

の推挽で書記長になって，週刊誌の表紙になり，

テレビに出て人気者になった。国会の廊下です

れ違っても，先輩である佐々木更三さんに頭を

下げない（笑）。これがある意味，決定的だっ

たと私は思うんです（笑）。恐らく曽我さんも

否定しないと思います。

曽我 しない（笑）。

――その３つが実相だと，私は旧江田派のと

いうか，今でも江田派ですが，その立場から自

己批判と総括をしました。

曽我 労農党から来た人は，江田派に行った

人と平和同志会に行った人と，あとはどうなっ

たの？

――労農党から来たのは赤松君，黒田寿男さ

んなどで，文化大革命のときに赤松君は「毛沢

東語録」をやったわけです。それで私のほうと

論争して，それじゃ袂を分かとうと。それで親

分はと言ったら，黒田さんも同じだと言うんで

す。それじゃ，もうついていけないというので，

我々は社会党の中で構造改革論でやるというこ

とで決別しました。

曽我 議員はいろいろだよな。木村さんなど

は？

――日中友好協会（正統）本部へ行った人た

ちはこれに賛成した人たちで，私どもはそれに

はついていけないということでした。木村禧八

郎さんはあの時代にどうだったか。まだ現役だ

ったか，はっきり覚えていないのですが……。

構造改革派と言っても，我々労組から来たの

はイタリアの労働プラン闘争，第３回世界労連

大会のヴィットリオ報告，トリアッチの「新し

い道」から，ストレートに構造的改革路線を進

もうという選択を社会党へ入る前にしたんで

す。そして，社会党へ来てみたら同じことをや

っているグループがあり，構革三羽烏のほかに，

広沢賢一，高沢寅夫，笠原昭男といった人たち

も最初は一緒にやっていたわけです。

曽我 最初は一緒にやっていたんです。

船橋 貴島，加藤，森永は当時共産党員だっ

たかどうかわからないけれども，佐藤昇の影響

をもろに受けていたわけです。私は佐藤昇を知

らなかったんです。だから，しばらく私は構革

派書記局内部で冷や飯を食わされて（笑），口

をきいてもらえなかった。『月刊社会党』の編

集長をやっていましたから，中津論文をどんど

ん掲載すると，加藤宣幸さんににらまれてクレ

ームをつけられたりしたけれども，そのうち加

藤さんなどは中津理論もいいところがあるとい

うようになった。高沢，広沢，笠原といった人

たちは総評の圧力が一番大きかったのではない

か，と私は見ています。特に，笠原君は総評と

社会党との連絡将校みたいで。

曽我 でも，労農党の人がここで二手に分か

れるというのはね。ぼくも途中までどうして構

造改革の人が黒田さんのところへ残っているの
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かよくわからなかった。当時労農党の中にも半

ば共産党に近いのもいたのと違う？

――この前ここでお話ししたと思いますが，

労農党の中に潜りの共産党がいて……。

曽我 いたでしょう。

船橋 それを「統一派」，ぼくらは「主体性

派」と言っていて，津島忠孝とか松本健一あた

りの指導を受けたと目される書記局員３人ぐら

いが二重党籍を持っていた。

――黒田さん自身はどうだったんですか。

――黒田さんは持っていません。共産党の党

籍を持っていることがはっきりしたのは議員で

は堀真琴だけです。岡田春夫はかなり共産党く

さいと言われたけど，それは違います。シンパ

ではあった。

曽我 要するに，労農党の人が入ってきて，

結局，構造改革をした人とあっちと２つに分か

れるでしょう。それが当時の社会党もわからな

かった。労農党だから，黒田さんのほうだから，

この中に構造改革を言う人がいるとはね（笑）。

だから，労農党の中のまともな人が構造改革へ

行ったわけですね（笑）。

――黒田さんはもともと中国派ということで

いいんでしょう。労農党の主席ですよね。「主

席」というのは中国のまねをしたんじゃないか

と。

曽我 別に，中国のまねをするという意識は

ないと思います。僕が最初，訪中したときは黒

田さんも一緒でした。６つか７つの団が一緒に

行ったんだから。構造改革は国際的には修正主

義で，反構造改革だから代々木なんかよりよほ

ど皆さんのほうが立派なものだと。それで毛沢

東に褒められちゃったんだよ。そのとき黒田さ

んも一緒に行ったけど，ぼくは黒田さんという

人は確かに日中友好で一生懸命やった人で，ぼ

くらの佐々木派よりももっと中国にのめり込ん

でいた。我々は若干距離を置いていた。

いかなる国の核実験にも反対です。中共は，

最初はそうでないから。社会主義国，共産圏の

核実験は平和のためだと言うので論争をやった

んです。この次に話すけれども，喬冠華という

外務大臣は成田さんが代表団長で行ったとき，

いかなる国の核実験にも反対。これはダメ。だ

けど，日中友好賛成は一緒。それでお互いに酒

が強くて（笑），マオタイを乾杯しながら25杯

飲んだと……。

――鈴木茂三郎氏が書記長をどんどん交代さ

せ，無名の議員を政権交代に備えて世の中にだ

していくと，当時のインタビューでも鈴木氏は

そうおっしゃっていますね。

構革論争について２点，質問させていただき

たいと思います。１点目は，構革論は党内の状

況を無視して急に出てきて，それがその後のこ

じれた原因になったとおっしゃったのですが，

『社会新報』1961年１月１日号に「共同討議」

が載って，当時の主要な派閥の書記はそこに参

加しているから，社会党内の了解は取ったとい

うふうに構革派の方々は説明をされているわけ

です。それに対しては，どうお考えなのか。

２点目は，1970年代には全野党共闘から社

公民に移行しつつあったのに，江田さんはそれ

に我慢できなくなって飛び出してしまった。早

すぎたのではないかというお話でした。江田さ

んが離党して，そのあと亡くなってしまう。向

坂派，協会が追い出したのではないか，とたた

かれて協会規制が行われ，社公民路線に転換し

ていくという流れだったと思います。あのとき

江田さんがずっと社会党に残っていたとして

も，協会派規制が行われ，全野党共闘から社公

民になったとお考えなのか。

曽我 構改派の人はそれなりに手続きを踏ん

でやったと言われるけれど，60年，61年とい

うのは，まだ安保の余波が社会党の中に残って

いる。浅沼さんも殺されている。左右がようや
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く統一綱領でまとまってきている。そこへ綱領

次元的な，社会党の基本戦略を変える問題提起

をした。私が思うには，下準備があまりにもな

さすぎます。

船橋さんは違うかもしれないけれど，それは

本部の書記がそう思い込んでしまった。僕なん

かは東京にいたでしょう。東京にいる僕でさえ

も，今あんなことを言われたんでは困るんだ。

ようやく江田さんがやった機構改革を下で受け

止めて，何とか党を強めようと思っているのに，

またぞろそれをやられたのでは困るという，そ

ういうことがあったと思いますね。

確かに『社会新報』の構改を進めた書記が編

集権を一時独占したからね。そのあと協会が独

占したけれど，独占するとみんな悪いことをや

るんだね（笑）。自分のほうをみんな入れて，

他のものは省く。何でこういう議論があるのか

というと，『社会新報』で流してありますよと。

しかし，下のほうでは自分のものとしては受け

止められないまま，ポンポンポンと行くものだ

から，結局，戦術で止めておけというんで，戦

術論で止めちゃう。こういうことで「道」にな

っちゃった。そこらへんが，僕は本当に不幸な

出発だと思う。

確かに，左派の連中も書記局も，最初そこに

入ったのは事実ですよ。私でもそこに入れてく

れたら（笑），もうちょっと違ったことを言っ

たかもしれない。やはり本部の書記はいい意味

では理想主義で，悪い意味では楽観主義だ。下

の苦労がわかっていないんだ。

あとの話は，僕は江田さんが抜けたときはそ

うとうショックだったですよ。構革論争が「道」

で一応終わったでしょう。そのあと，もう社共

ではやっていけないのに，成田さんが全野党共

闘にこだわるわけ。実際は社公民なのに。やは

り共産党とも社共でやる，あとは社公民でやる。

合わせて１本。

そんなうまいことができるはずはないんだ

ね。具体的には選挙のたびに，それぞれの党と

別個に政策協定みたいなことをやっている。や

らなければ選挙にならない。そういう現実があ

るんだから，江田さんも短気を起こさずに頑張

っていれば。佐々木さんも的・的と言っている

んだから。だいたいわかっているんですよね，

お互いの気持ちは。

だけど，社会主義理論委員会をつくって，あ

れは鈴木さんのためにつくったのかな。鈴木さ

んは資本主義の分析をやりなさいと言った。そ

れは僕にも盛んに言いましたよ。だから資本主

義の分析で，その範囲内で構造改革論のエキス

を幹部に言って洗脳してくれれば，別に綱領変

えなくても，統一綱領の中でできるんだよ，応

用動作として。資本主義がここまで発展してき

て世の中が変わってきたということを，鈴木さ

んなりに頭にひらめいたと思うが，結果的にそ

の資本主義分析を当時の協会の向坂理論の展開

と結論のところへ持っていってしまった。これ

は非常に不幸な結果ですよ。

外交について

――中共も政権与党なわけだから，外交政策

として社会党を使うことは当たり前のことだと

思うけれど。例えば反構革派を強めてソ連から

離れさせて，ということを考え，そのために便

宜を図ったことがあったのか。中国から反構革

派にお金が流れていたかどうか。

曽我 お金は全然。

――お金じゃなくても。

曽我 流れていれば誠に結構な話で。少なく

とも私に関しては，佐々木派に関しては，お金

は一切ないですね。中国へいらっしゃいと。行

っていろいろなところを案内して，親切にいろ

いろ説明してくれたり，そういうことはありま

すよ。
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ただ率直に言うけど，黒田派とか細迫兼光さ

んとか，旧労農党にもいたような人。あるいは

黒田派の中には共産党ぎりぎりの人がいました

よ。共産党に対する対応と，社会党に対する対

応は，途中まで明確に違いました。

――黒田グループというと平和同志会です

ね。当時の平和同志会と中国で会ったりとか，

一緒に行ったりとかはなかったですか。

曽我 ありますよ。うちの団が，私が窓口に

なってる社会党の左派活動家訪中団。この中に

は黒田派を入れなきゃならない。その諸君と一

緒に行ったときは，特別にその諸君たちだけ呼

んでやったかというと，それはないですな。た

だ何回か共同声明を作ったですね。そのときに

黒田派が行くと，この人たちが個別に中国側と

裏で会って，いろいろやってるという話はあり

ました。

――もう一つは社会党の中でも親ソ派，親中

派みたいなことになりますね。親ソ連派という

のはどういう人たちですか。

曽我 向坂派でしょう。向坂さんのほうは，

理論的な問題で非常に近かったということで

す。ソ連派の大物というは，実はそこにいるん

じゃない。別の派にいるんだよ。

――誰ですか。

曽我 レフチェンコ証言。それで社会党が揺

れたでしょう，あのとき。あのレフチェンコ証

言に出てくるABC，コードネームを持ってる。

有名な話で表に出たから，これぐらいは言って

もいいかもしれないけれど。

「シベリアの何とか港から船1隻，油が出ます。

その油を友好に一つ，使っていただきたいと思

います」という話があった，当時の本部の会計

から。じゃあ，その油が来たら，うちの会計に

入るのかしらということになった。うちの会計

に入らない。入らないにもかかわらず，総評事

務局長の岩井章が社会党の本部に電話をかけて

きて，「おい，油のお金，どうした」と（笑）。

「あれ，半分，総評のほうにも寄こしていいは

ずだ。こっちはレーニン勲章だ」と，いうよう

な話があった。油１隻差し上げるという。

――例えば友好商社みたいな形で，ソ連との

貿易で便宜を図ってもらって儲けさせてもらっ

たような話もあったわけですね。

曽我 ありました。

――中国との関係では，そんなのはなかった

のですか。

曽我 一部，昔ね。

――平和同志会の諸君には？

曽我 諸君の中にはなかったとは言えません

な。佐々木派はそんな器用なやつはいないんで

ね。共産党に対する一定の警戒感というものを

持っていました。

文化大革命について

――報告の中で文化大革命についてはあまり

触れられなかったのですが，73，74年ぐらい

ですか。ちょうど曽我さんが中国に行かれてい

る頃に，かなり文革が激しくなるわけですね。

どんな感じだったんですか。

曽我 まず文革のいちばん激しい頃は私も行

かなかったし，向こうも呼ばなかった。文革の

初期と文革がもう終わる頃は，頻繁に行ってい

ます。間が抜けているんです。

最初は要するに継続革命論。劉少奇と毛沢東

の違いは継続革命か，それとも修正主義か。こ

ういう問題の提起があって，やはり継続革命論

というところへかなり傾いた。ところが，実態

を見ると造反有理が先行してしまって，継続革

命もヘチマもない。つまり，文革イコール文化

の破壊だ，文化破壊革命だ。あれはだめだ。必

ず元に戻るだろうし，その間はあまり行かない

ほうがいいというので，活動家訪中団も文革最

高潮のときは行ってません。また向こうも無理
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に我々は呼ばなかった。

――日本と友好関係を取り持っている向こう

の人で，文革の中で批判されたり，やり玉に挙

がったりということはなかったんですか。曽我

さんがお世話になってるような人の中では？

曽我 みんな下放させられましたよ。

――やはりやられた。

曽我 ええ。例えばいちばん深く付き合って

る中日友好協会の孫平化さん，あるいは謬承志

さん以下，主要な幹部は全部下放させられて。

日本からおみやげをもらって，それをもってる

だけで全部引っ張られた。文革の試練をみんな

受けてます。だから70年代はじめ，日本と正

常化するときもまだ四人組はいたんですが，周

恩来の命令によって下放していた日本通の人々

が北京に帰ってきて，日本と正常化をやったと

いうぐらいです。

孫平化さんは兄弟のように付き合ったが，や

はり文革でやられています。いちばん最後に北

京に呼び返されて，対日工作組に入った一人で

すね。だから日本と付き合いの深い人は，みん

なやられています。

――当時，造反有理は学生運動などでもそう

いうことを言うのが出てきている。社会党周辺

にもあったと思いますが，内部ではどうですか。

文革が社会党内外に対して及ぼした影響は，何

かありましたか。

曽我 社会党でいうと山口県本部がその一

つ，中心部分です。山口県には私の子分もずい

ぶんいたけれど，その中には文革以降，『毛沢

東語録』を持ってデモまでやって。そこまでや

れと僕に言うから，冗談じゃない，それはダメ

ということになって，残念ながら社研から切り

離した人も出ました。山口左派と称して，山口

県にはかなり根強い文革崇拝者がいた。

理論的問題としては革命の継続性，持続性。

革命をやったあと，それは大事にしなきゃいか

んし，「道」が言うとおりなるべく早くその過

程は通過して，次へ行け。それが当時の左派の

考え方だったから，最初に提起した文革につい

ては改良主義，修正主義に行くのを防ぐために

やったんだと，純粋な意味で思っていた。その

うち造反有理になってくると，何が造反で，何

が有理なのか訳がわからなくなって，結局は文

化破壊，古いものは全部悪いといって周恩来が

四人組の主要な目標になっちゃう。それがわか

って，あとは全然ダメですな。

――中央では日中友好協会正統本部。光華寮

の問題がありましたね。善隣会館事件もありま

したね。

曽我 まだ労働党が残っていますね。あれは

文革の過程の中で……。

――神奈川県，多いよ。

曽我 神奈川だけじゃないんだよ，一応全国

に。また社会党で，安易に名前を載っけている

諸君もいるんだよな。

――槙枝元文さんとか。

曽我 そうなんだ。槙枝さんが何で。

――槙枝さんも労働党の組合に関わっていた

ことがあるんだ。

曽我 代表委員だ。労働党ではないんだけ

ど。

――中国派と見られる日本の組織として，日

共から割れて労働党ができたわけです。しかし

文革が批判され，今どうやっているかというと

幅広路線になっている。昔の社会党みたいな形

で非常に幅広い路線になって，右寄りかと思う

ような人でも呼んで，そういうふうに変わって

きているんですよ。

――変わってきていて，そんなに違いないん

だったら，社民党なり，新社会党なりと一緒に

なっちゃったらいい。

曽我 みんな警戒しあってまとまらない。そ

れぞれの素性がはっきりしているので，やっぱ
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り警戒心があるから近寄らない。ただ，僕は参

考までに機関誌だけは読んでいるんですよ。

新宣言について

――党本部に戻ってから，新宣言をつくるた

めに10年間，全精力をかたむけたとおっしゃ

った。それで社会党が発展すると考えられたわ

けですが，結果的に言うとしぼんでいった。そ

のへんについて，今どう考えておられますか。

曽我 私から言わせれば新宣言どおり思い切

って行ってくれれば，こんな社会党にはならな

かったはずだけれども。新宣言は作ったけれど，

党は新宣言どおり動かない。社会主義協会は依

然としてかなり党の中に力を持ってましたから

ね，総評など共闘組織も含めて。やはり「道」

「道」って新宣言が通ってもなおやっていまし

たし。残念ながら，社会党の主導権で政権を取

ることを自ら放棄したんじゃないですか。逆説

的にいうとそういうふうにしか思えません。

土井さんの「山が動いた」というのが参議院

選挙（1989年）でありましたね。あれまでは

政審会長レベルで，「津軽海峡春景色」とか伊

藤茂君が歌を歌って，菅君が社民連の政審会長。

社公民，社民連で北海道会議を開いていいとこ

ろへきていたんですよ。で，参議院選挙のとき

は，４党の政権協定ですね。これは８分どおり

できていた。

あのとき，ちょうど社会主義インターが新し

い宣言を作った。その社会主義インターの新し

い宣言を伊藤君が持ってきて，いちばん面倒く

さい民社に「社会主義インターがこう言ってる

んだから，これは否定できないでしょ」とやっ

て。何とか４党で，一つの政権構想をまとめる

ところまできていた。

ところが，参議院選挙で勝ってからいい気に

なっちゃった。「山が動いた」途端に社会党が

セクトを出して，まず土井ドクトリンを出した。

これは元へ戻って安保破棄だし，積極中立をは

き違えた。それに対して，今度は公明党が怒っ

て公明党ドクトリンだから。民社も民社で出し

た。衆議院選挙はバラバラ……。社会党は勝っ

たよ。社会党はまだ土井人気があったから，社

会党は伸びたが，他の党は全部だめ。以後，公

民，社民連は社会党とは，もうさようなら。

小沢のイニシアティブで細川内閣ができた。

そのあとは村山内閣をつくった。うちがつくっ

たなんてとんでもない話で，うちは乗っけられ

た。細川総理の時。細川は完全に一・一ライン

（小沢一郎・市川雄一）。

そこのところまではいいという評価の人と，

僕はもうだめという評価。社会党の中で評価は

分かれるかもしれないけれど。いいことも多少

はやったに違いないけれど，いちばん悪いのは

選挙法を小選挙区制に変えちゃって，自分で自

分の首を絞めた。こんなばかな政党はどこにも

ない。

そこまでいきゃあ，もう何をか言わんやで，

およそ政権を取るという展望での社会党は終わ

った。僕は「山が動いた」ということで終わり，

と言う以外にないと思う。あとは自分の主導権

で全然やってない。あとの指導者は指導者じゃ

ないよ。

――そうすると土井さんの責任ということに

なりますか。

曽我 結果的に，首相は取っても選挙はでき

ないでしょ。社会党が内閣総理大臣を取って，

選挙をやったことが一度もない，片山のときま

で含めて言えば。村山さんのときもやらないで

しょ。細川内閣の時は，おたかさん（土井たか

子）を議長に祭り上げ，政権取って総理といっ

たって，選挙をやる前から勝負をつけられたっ

て，こんなばかな話。考えてみれば，よっぽど

人がいいし，馬鹿だね，これは。残念だが，そ

う言わざるを得ない。
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だから，80年史を作ったところまでは私も

関係があるから責任を持ちます。80年史は歴

史の事実の積み重ねという意味において貴重な

資料。それは後世に残ってもいいと思う。

40年史を作ったが，これはだめ。これはも

う左派の評価だけが載っかってる。僕は左派だ

から本当はそれでもいいと思うが，あまり信用

できない。皆さんがこれから社会党の歴史の中

で事実関係を丹念に調べる必要があるときは，

80年史は大丈夫だと申し上げていいと思うが，

40年史はやめたほうがいい。

――危ない，ということでしょうか。

曽我 危ない。完全に左派だ。

――「プラハの春」までは「道」路線派だっ

たけれども，「プラハの春」を受けて社公民路

線に転換したと，そういうお話があったと思い

ます。どういうところで認識がグルリと転回し

ていったか，というところを伺えたらと思いま

す。

曽我 やや象徴的な意味で，私の歩んできた

道の一つの大きな転換点が「プラハの春」であ

るということを申し上げました。私は戦前，国

家社会主義者のハシくれだからね，多少。

それで社会党入党まで２年ぐらい自分で考え

て，自分で入った。以後，社会党に入って左派

でずっときた。何でみんな議員になったんだろ

うと。やはり議員でないやつが少し頑張ってな

いと，この党は組織がもたないと。でも，議員

でないのが残ったってそんなに偉くなれない。

そうすると，これはやっぱり議員にならずに

何とか党の実権を握っていかないと，本当の選

挙対策はできないと。僕は浅沼さんに言ったこ

とがある。あなたはもう有名人だから，議員辞

めて専従書記長でやんなさいと。浅沼さん，何

て言ったか。「君，東京の書記長をしたから，

そのうち都知事候補がいなくなったら，（中央

政府が取れなかったら）おれを都知事候補にし

てくれ」と言ったよ。はあ，と思ったな。

浅沼さんの経歴を見れば，昔の東京市会議員

をずっとやって。三宅島でしょ。東京に執着を

持っていました。浅沼はだめだと言うから，僕

の周辺の活動家がおまえがやったらいいじゃな

いかというんで，僕が東京で書記長，委員長を

やって，本部に乗り込んで本部の書記長を責任

をもってやってやると。そういうつもりでいた

ところが，共産党さんが先にみんな議員になっ

ちゃった。

最初は美濃部の選挙のときなんか，宮顕はま

だ議員じゃなかった。宮顕は僕に何と言ったか。

君ね，演説は成田君に任せて，五分五分の体制

でやれ。共産党もちゃんと五分五分の発言権を

得ようと。おれに言わせたって票にならんぞ。

盛んに宮顕が言うんだ。はあ，これが共産党か

なと思った。そしたら，そのうち宮顕も議員に

なっちゃった。

まだ若かったんだね。そういう道を通ってき

たから。あまりそういう人はいないんだよ，社

会党の中に。本部の実権を握るということは議

会制民主主義の中では最初から不可能だったん

だね。途中までできるように思い込んでやって

いたところが漫画チックだね。だけど真剣に左

派の道を歩いてきたから，アメリカよりはソ連

のほうがまだいいと思ってました。ソ連より中

国のほうがいいと思った，総合判断して。

だから，ソ連の言うことについても，中国が

反覇権とやったけれども，あれは兄弟げんかみ

たいな要素があると，しばらくはそう見て。わ

りあい冷静に判断はしてたけれども。まあ，プ

ラハの春でソ連共産党はお仕舞い，あれは社会

主義でない，というふうに判断せざるを得なか

ったということです。僕にとっては大きな転換

点ですね。

そこで，共産党を切っても社公民でいくと，

自分で切り替えて。だから左派から右派になっ
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たというんでしょう。私は左派担当中執で，左

派から１人，右派から１人。私が６年浪人して

復帰したとき右派の枠で。曾我を呼ばないと協

会退治もできないし，右派のほうがだめだと。

右派の秋田出身の川俣健二郎が降りて，そのと

き左派は岩垂寿喜男だよ。「いやあ，曽我さん

が来たんじゃ，俺はこんなところで仕事をして

いてもどうにもならん」とすぐに辞めちゃった

よ（笑）。それから大塚君という専従者が左派

から来てしばらくやった。曽我・大塚というコ

ンビで。

協会さんも大塚君が相手じゃ，とてもじゃな

いがだめだよ。当時，宇野派の学者の総帥の大

内力さん。これは大内兵衛の息子だ。兵衛さん

は協会，力さんは反向坂なんだ。それで大内秀

明，新田俊三，高木郁朗，佐藤経明等々が集ま

った。そのうち福田豊君（協会派）なんかも，

向坂派を抜けて我が方へ来て，ようやく「新宣

言」をつくる体制ができたんですよ。

その間は企画担当中執という，誠にけっこう

なポストをもらって。これは書記長にぴったり

くっついていたらいいんだ。そのときは，おと

なしい多賀谷書記長だから，だいたい私の言う

ことを聞いたんじゃないですか。私は，その頃

かくれたマスコミの寵児と言われましてね，私

の悪口をいいことも悪いことも書いてくれて，

雑誌にジャバジャバ載ってましたよ。『選択』

に載ったり，どこかに載っかったりね。僕には

３人の女がいる，なんて誠にけっこうな記事ま

で出て……。

それほど見事に切り替えたから，いちばん驚

いたのは日本共産党。不破君が今度出した本で，

彼は「70年半ばからは野党が弱くなった」と

書いている。それは社会党が社公民に切り替え

たからですよ，これで共産党は出番がなくなっ

てしまった。ところが，不幸なことに２回ダブ

ル選挙が続くんです，私が現役のとき。１回目

は苦労して社公民をつくり，候補者を調整して

参議院の１人区で，ともかく１人に絞ろうと社

公民でやった。公明を真ん中に，左に社会，右

に民社で。飛鳥田先生を少しごまかして，何と

かそれに乗っけちゃってそこまでいった。そし

て不信任を出したら，自民の福田派は欠席，通

ったんだ。

当時，共産党が「社会党は自民党の第五列だ」

と毎日毎日「赤旗」に書くわけだ，共産党を切

ったからね。お返しがくると思った。こっちも

反撃してディミトロフの統一戦線，あれはイン

チキだ。今やそんな難しい議論をやらずに，大

きいほうから一緒になったほうがいいと。社会

党の次に大きいのは公明党，公明党の次に民主

党，共産党は議席が少なかったから，ちょうど

よかったんだ。大きいほうから一緒になって，

共産も入れようと思うと真ん中が逃げちゃう。

これではどうにもならんと。

じゃあ，不信任出しましょう。不信任出せば，

共産党も同調せざるをえないだろうと。ところ

が，出せばダブルでくるというのはベテラン議

員みんな統一した考え。僕は迷った。迷ったが，

ここで不信任を出さないと選挙で非常に苦労す

ると。だから，というので飛鳥田さんと一緒に

九州へ行って九州談話を出す。九州なら邪魔さ

れないからって，あそこで不信任提出をやっち

ゃった。記者団がついてきたから大騒ぎ。

帰ってきてボスに怒られた。おまえは何をや

ったんだ。ダブル選挙をするためにやったんじ

ゃないかと。ダブル来るなら，来たでやったら

いいんだと。これやらねえと，おれのほうは共

産党に対して明確な意思表示ができんと，いう

ことであえてダブルをやった。

うちはほとんど負けなかった。公と民は負け

た，特に公が。これは民族移動ができないんで。

以後，公明党の書記長は，いつ選挙になるかと

いうことをちゃんと知ることが第一の任務だと
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いうふうになったぐらい。だから，あのときダ

ブルを食らわなければ，社公民の形が一応でき

たからね。それで参議院１人区の中でいくつか

取って，その実績で社公民連合政権を本気にな

ってつくろうと思ったんだけれど。残念ながら

そこで敗れた。

また，石橋委員長のときも，中曽根の「死ん

だふり解散」をくい，一緒に私も辞めた。その

とき1986年に新宣言が党大会で決まった。２

回ダブルをくいました。以後，私はずっと浪人

で，どこへもいかず社民できた。天下の浪人だ

から自由にものが言えるのかもしれない。

だけど，結果は非常に残念でした。社会党の

変化が遅かったですね。結論から言えば，客観

情勢と人心の変化に追いつかなかった。船橋君

たちがもうちょっと頑張って，せっかく土井人

気がでたんだから，土井のときもうちょっとリ

ードしてもらっていればよかったんだね。

土井時代は１期しか中執をやっていない。一

人でだだこねて，戸田菊雄が統一名簿で。それ

で私のほうは落選した。だから１期しかやって

いない。企画調査局長を１期だけ。それまでは

ずっと指名中執だから。

――ちょうど70年代は田中内閣ができて，

日中国交回復をやりますね。そのあと三木があ

るけれども，福田，大平となります。田中，大

平と福田は犬猿の仲になって，自民党の中で激

しい争いがありましたね。そのとき社会党は，

どういうスタンスで対応していましたか。

曽我 そういうときにも，最初は「己が党首」

にみんな入れていた。首班指名になると，社会

党は社会党，公明党は公明党とみんな入れて。

これが馬鹿なことは，小学生でもわかること。

野党は統一候補を出してやらなければ，いつま

でたっても自民党だ。自民党が内輪げんかして

いるのに，野党の方もおのれの党首に投票して

いるんだから，こんなこといくらやってもだめ

だ。そうなって，今言ったように社公民をブリ

ッジで，何とか持っていったんですけども……。

（完）

大原社会問題研究所雑誌　№665／2014.352


